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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月22日(2013.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも９２％の配列類似性を有する単離ポリペプ
チドを含んでなる組成物であって、但し、該単離ポリペプチドがアミノ末端において１又
は複数のさらなるアミノ酸を含む場合には、該１又は複数のさらなるアミノ酸が配列番号
３９９のアミノ酸１～２６と比較して、少なくとも１つのアミノ酸の欠失又は少なくとも
１つのアミノ酸の置換を含むことを条件とする組成物。
【請求項２】
　配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも９８％の配列類似性を有する単離ポリペプ
チドを含んでなる組成物であって、但し、該単離ポリペプチドがアミノ末端において１又
は複数のさらなるアミノ酸を含む場合には、該１又は複数のさらなるアミノ酸が配列番号
４１５のアミノ酸１～５と比較して、少なくとも１つのアミノ酸の欠失又は少なくとも１
つのアミノ酸の置換を含むことを条件とする組成物。
【請求項３】
　少なくとも１つの第二のポリペプチドをさらに含んでなる請求項１又は２に記載の組成
物であって、ここで該第二のポリペプチドは、鉄キレート剤を含んでなる培地においてイ
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ンキュベートさせた場合に、黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）から単離可能で
あり、そして鉄キレート剤非含有の培地中で成長させた場合に、単離不可能である組成物
。
【請求項４】
　鉄キレート剤非含有の培地において成長させた場合に、黄色ブドウ球菌（S. aureus）
から単離可能であり、且つ１５０ｋＤａ、１３２ｋＤａ、１２０ｋＤａ、７５ｋＤａ、５
８ｋＤａ、５０ｋＤａ、４４ｋＤａ、４３ｋＤａ、４１ｋＤａ、４０ｋＤａの分子量を有
する単離ポリペプチド；又はこのような単離ポリペプチドの組合せをさらに含んでなる、
請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項５】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している又は罹患
するリスクがある対象における感染症の治療のための、有効量の単離ポリペプチドを含ん
でなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項６】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している対象にお
ける症状の治療のための、有効量の単離ポリペプチドを含んでなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項７】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している又は罹患
するリスクがある対象における感染症の治療のための、有効量の単離ポリペプチドを含ん
でなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項８】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している対象にお
ける症状の治療のための、有効量の単離ポリペプチドを含んでなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項９】
　前記医薬組成物が、少なくとも１つの第二のポリペプチドをさらに含んでなり、
　ここで該第二のポリペプチドは、鉄キレート剤を含んでなる培地においてインキュベー
トさせた場合に、黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）から単離可能であり、そし
て鉄キレート剤非含有の培地中で成長させた場合に、単離不可能である、請求項５～８の
いずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記医薬組成物が：鉄キレート剤非含有の培地中で成長させた場合に黄色ブドウ球菌（
S. aureus）から単離可能であり、且つドデシル硫酸ナトリウムポリアクリルアミドゲル
上における電気泳動によって決定される場合、１５０ｋＤａ、１３２ｋＤａ、１２０ｋＤ
ａ、７５ｋＤａ、５８ｋＤａ、５０ｋＤａ、４４ｋＤａ、４３ｋＤａ、４１ｋＤａ、４０
ｋＤａの分子量を有する単離ポリペプチド；又はこのような単離ポリペプチドの組合せを
さらに含んでなる、請求項５～８のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している又は罹患
するリスクがある対象における感染症の治療のための、単離ポリペプチドに特異的に結合
する有効量の抗体を含んでなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
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【請求項１２】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している対象にお
ける症状の治療のための、単離ポリペプチドに特異的に結合する有効量の抗体を含んでな
る医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号３９７から選択されたアミノ酸配列と少なくと
も８０％の配列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項１３】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によってコロニー形成された対象におけるコロ
ニー形成を減少するための、有効量の単離ポリペプチドを含んでなる医薬組成物であって
、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項１４】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している又は罹患
するリスクがある対象における感染症の治療のための、単離ポリペプチドに特異的に結合
する有効量の抗体を含んでなる医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項１５】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によって生じる感染症に罹患している対象にお
ける症状の治療のための、単離ポリペプチドに特異的に結合する有効量の抗体を含んでな
る医薬組成物であって、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項１６】
　ブドウ球菌属（Staphylococcus spp.）によってコロニー形成された対象におけるコロ
ニー形成を減少するための、有効量の単離ポリペプチドを含んでなる医薬組成物であって
、
　ここで上記単離ポリペプチドが配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配
列類似性を有する単離ポリペプチドである医薬組成物。
【請求項１７】
　前記医薬組成物が、少なくとも１つの第二のポリペプチドに特異的に結合する抗体をさ
らに含んでなり、
　ここで該第二のポリペプチドは、鉄キレート剤を含んでなる培地においてインキュベー
トさせた場合に、黄色ブドウ球菌（Staphylococcus aureus）から単離可能であり、そし
て鉄キレート剤非含有の培地中で成長させた場合に、単離不可能である、請求項１１～１
６のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記医薬組成物が：鉄キレート剤非含有の培地中で成長させた場合に黄色ブドウ球菌（
S. aureus）から単離可能であり、且つドデシル硫酸ナトリウムポリアクリルアミドゲル
上における電気泳動によって決定される場合、１５０ｋＤａ、２９２ｋＤａ、１２０ｋＤ
ａ、７５ｋＤａ、５８ｋＤａ、５０ｋＤａ、４４ｋＤａ、４３ｋＤａ、４１ｋＤａ、４０
ｋＤａの分子量を有するポリペプチド；又はこのような単離ポリペプチドの組合せに特異
的に結合する抗体をさらに含んでなる、請求項１１～１６のいずれか１項に記載の医薬組
成物。
【請求項１９】
　前記抗体がポリクローナル抗体である、請求項１１～１６のいずれか１項に記載の医薬
組成物。
【請求項２０】
　前記抗体がモノクローナル抗体である、請求項１１～１６のいずれか１項に記載の医薬
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組成物。
【請求項２１】
　ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出するためのキットであって、別々の容器中
に：
　配列番号４０８又は配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配列類似性を
有する単離ポリペプチド；及び、
　ポリペプチドに特異的に結合する抗体を検出する試薬、
を含んでなるキット。
【請求項２２】
　配列番号３９７のアミノ酸配列と少なくとも９２％の配列類似性を有する単離ポリペプ
チドに特異的に結合する抗体を含んでなる組成物であって、但し、該単離ポリペプチドが
アミノ末端において１又は複数のさらなるアミノ酸を含む場合には、該１又は複数のさら
なるアミノ酸が配列番号３９９のアミノ酸１～２６と比較して、少なくとも１つのアミノ
酸の欠失又は少なくとも１つのアミノ酸の置換を含むことを条件とする組成物。
【請求項２３】
　配列番号４０８のアミノ酸配列と少なくとも９８％の配列類似性を有する単離ポリペプ
チドに特異的に結合する抗体を含んでなる組成物であって、但し、該単離ポリペプチドが
アミノ末端において１又は複数のさらなるアミノ酸を含む場合には、該１又は複数のさら
なるアミノ酸が配列番号４１５のアミノ酸１～５と比較して、少なくとも１つのアミノ酸
の欠失又は少なくとも１つのアミノ酸の置換を含むことを条件とする組成物。
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